
 

     

     日頃、地域医療連携にご支援・ご協力をいただきありがとう 

  ございます。 

     先日、病診・病病連携の強化を目的に「第3回連携フォーラム 

  ひらか」が開催されました。かかりつけ医としての患者中心の 

  医療へむけた取り組みや、当院の最新の治療内容、今後の急性 

  期医療のありかた等についてプレゼンが行われました。  

   今回は、連携フォーラムについて、一部をご報告いたします。    
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 講演内容 

 １．当院紹介～患者・家族に寄り添う医療を目指して 髙橋医院 院長 髙橋 和彦 先生 

 ２．整形外科のトピックス                 整形外科科長 小林 志 先生 

 ３．平鹿総合病院が急性期病院として求められる変容 

   今年度の「第６次大規模な医療法改定」と「かなりドラスティクな診療報酬改定」が 

  これからの平鹿総合病院にもたらす変容とは？           院長 平山 克 先生 

 フォーラムでは、オーディエンス・レスポンス・システムの活用により、和やかな雰囲気の中

で、会が進みました。また、フォーラムの後で行われた懇親会では、日頃の診療や連携に関する

情報交換に会話が弾み、親睦を深める機会となりました。 

日 時 ： 平成26年6月27日（金） 18時30分～ 

場 所 ： 横手シャイニーパレス 

目 的 ： 地域医療の充実のための病診・病病連携の強化 

参加者 ： 地域医療機関の医師等18名 横手市地域包括支援センター3名 院内関係者41名 計62名 

第3回連携フォーラムひらか 開催! 


